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置戸高校のスクール・ミッションの再定義とスクール・ポリシーの策定  

１ 豊かな人間性や社会性を培い、自立した社会人・職業人となる生徒の育成  

２ 持続可能な福祉社会を担う人材の確保と育成  

置戸高校の「スクール・ミッション」  

【スクール・ポリシー】  

 

〈育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー〉  

 ・超高齢社会を見据えて人間の尊厳を重視し、地域社会に貢献できる貴重な人材

として行動できる力  

 ・自ら課題を見つけ、積極的に学ぶ態度の確立  

 ・社会状況に応じ、臨機応変に自ら考え行動できる力の確立  

〈教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）〉  

 ・生徒の多様性を視野に置きつつ社会的変化を視野に置いた教育課程を編成し、

探究する姿勢を大切にした授業を実施  

 ・持続可能な福祉社会の実現に向けて自ら課題を見つけ、主体的に学ぶ態度を育

成する授業を実施  

〈入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）〉  

 ・持続可能な地域社会を形成する貴重な人材となる自覚を持ち、福祉の視点を基

盤として自らを鼓舞し、努力し続けようとする人  

 ・自らの将来に向けて積極的に学ぼうとする人  

 ・自ら課題を見つけ、主体的に学び、目標に向かって最後まで諦めずにやり抜こ

うとする人 

【置戸高校】

〔学校教育目標〕  

北海道教育委員会 置戸町 
高齢化率 

44.７% 

〔目指す学校像〕  

・保護者や地域から信頼され、積極的に選ばれる魅力ある地

域とともにある学校  

・入学した全ての生徒が、自分の夢や希望を叶えることがで

きる学校 

・各々のキャリアで活躍するリーダーを養成する学校  

 

〔目指す生徒像〕  

 超高齢社会を見据えて、自ら考え判断し、行動する資質  

を養い、豊かなコミュニケーション力や気配りができる力  

を培った、持続可能な福祉社会を担う人材。  


